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最終講義








































































































































































































































































































































































ルが CYP2A6 を介して，5-Fluorouracil に変わりま
す．この影響因子よりも，腎機能のほうが，DPD

























































































































るかというと，Treatment with Knowledge and 
Compassion つまり科学的な知識と，さらにがんの
患者さんに対する同情，コンパッションを持って治
療をするということを，特に若い腫瘍内科を目指す
先生への最後のメッセージにさせていただきたいと
思います．
　ご清聴どうもありがとうございました．
◯司会　佐々木先生，ほんとに短い期間でございま
したけども，昭和大学の中で腫瘍内科部門を確立さ
せていただき，また，病院の中ではキャンサーボー
ド，それから腫瘍分子生物学研究所のほうも面倒見
ていただきました．また今後ともご活躍していただ
きまして，私どもをご指導いただければと思います．
それでは花束を贈呈いたします．はい，ありがとう
ございました．
（花束贈呈）
　これで 6人の教授の先生方の最終講義を終わりま
したので，ささやかでございますが，17 階のレス
トランで 1時間ほどでございますけれども，お時間
を取ってありますので，カクテルパーティ，ちょっ
としたつまみありますので，みなさんでご歓談して
いただきながら，時間を過ごさせていただければと
思います．今日はどうもありがとうございました．
